認定調査票の記入方法について
＊特記事項記載方法について
【手書きの場合】

１．指定の用紙に記載する場合は、必ずえんぴつで記入してください。

２．指定の用紙のオレンジの枠内に収まるように記入してください。

３．修正箇所は消し残しのないように、きれいに消してから記入しなおしてください。

４．審査資料になります。また、請求があれば、ご本人へ提示する場合もありますので、
　　丁寧かつわかりやすい文章で記載してください。
５．修正、再提出をお願いする場合もあります。
【パソコン入力の場合】

１．パソコンでの入力をする場合は、excelファイルの書式に入力してください。フォント

　　の変更や行の挿入はできません。
２．調査対象者コードの欄は、１マスに１文字、入力してください。
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　●概況調査Ⅳ　既往歴や申請に至るまでの経緯等について特記すべき事項を記入してください。

（　　　 )

（　　　 )



認定調査票（特記事項）

調査対象者コード

第１群　身体機能・起居動作に関連する項目についての特記事項　　

〔１－１麻痺等の有無、１－２拘縮の有無、１－３寝返り、１－４起き上がり、１－５座位保持、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　           １－６両足での立位、１－７歩行、１－８立ち上がり、１－９片足での立位、１－１０洗身、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                                         　        １－１１つめ切り、１－１２視力、１－１３聴力〕



氏名：草加　太郎

３２


３．各群で入力しきれないものについては、他の群の空欄に入力してください。それでも

　　足りない場合には、同じ書式を２枚目として入力してください。２枚目にも氏名と調

　　査対象者コードを記入してください。
４．パソコン入力したものは、指定の用紙ではなく、別途コピー用紙等に印刷してくださ
　　い。指定の用紙は、無記入のまま提出してください。

５．パソコン入力の場合、インターネット等での個人情報流出、ウイルスの感染等には、　

　　細心の注意を払い、データ管理を厳重におこなってください。

６．修正、再提出をお願いする場合もあります。

＊記載時の注意点

【概況調査】

１．記載事項、チェックはすべてえんぴつで記入してください。チェックは　　　で記載
　　してださい
２．右上の欄に調査実施日を和暦で記入してください。1桁の場合は「０」を左のマスに記
　　入してください。
　　「平成24年5月31日」→

３．調査員氏名、調査実施先の該当になるところにチェック、前回介護度を記入してくだ

　　さい。

４．Ⅲ　現在受けているサービスについて
　（在宅の場合）

　　①介護保険サービスについて、認定調査を行った月のサービスの利用回数を記入して　

　　ください。１桁の場合は、「０」を左のマスに記入してください。

　　　「月４回」→月　　　　　回
　　②福祉用具貸与は、調査時点に該当するものの品目数と※福祉用具の品目名を記入し
　　　てください。

　　③介護保険ｻｰﾋﾞｽ以外のサービスについても聞き取りし、該当するものがあれば記入し

　　　てください。
　　④以前に住宅改修を行い、現在サービスの利用がない場合も、サービスの状況は、予
　　　防給付サービスか、介護給付サービスかをチェックしてください。
　（施設利用の場合）

　　　施設入所や医療機関への入院の場合は、該当するものにチェックし、入所先名、入

　　　院先名を記載してください。

５．「Ⅳ調査対象者の家族状況、居住環境、サービスの希望、立合い者について」記入して
　　ください。
【基本調査】

１．各調査項目の評価軸を確認し、調査員テキストの定義に基づき、該当となるものにチ
　　ェックしてください。チェックもれや、特記事項との整合性が取れているか確認して
　　ください。

【特記事項】

１．概況調査Ⅳ　既往歴や申請に至る経緯、対象者の現状がわかるように記載してくださ
　　い。

２．各調査項目の特記事項は、「なし」「介助されていない」「できる」以外を選択した場合

　　は、記載してください。また、「なし」「介助されていない」「できる」を選択した場合

　　でも特記すべき事項がある場合は記入してください。特に、２群の記載は審査会にお

　　いて重要な判断基準となってきます。
３．特記事項は、評価軸に基づいて、選択根拠、具体的介助の方法、頻度を記載してくだ
　　さい。頻度は、具体的な数字（例えば週に1回、毎日など）で記載してください。

４．固有名詞、難しい専門用語や聞きなれない略語は避けてください。

　　主語、述語を明確にし、わかりやすい文章を記載してください。

５．選択に迷ったものについては、迷った旨と判断根拠を記載してください。
６．能力を勘案して選択した場合には、具体的な判断根拠を明確に記載してください。
７．２群、４群は、「介護の手間の状況」「頻度」を必ず記載してください。
８．「６特別な医療」については、１４日前に受けたもの、家族が行う処置や該当外の行為
　　があった場合も記載してください。

９．「７日常生活自立度」については、選択理由を必ず記載してください。
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申請者氏名を入力してください
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調査対象者コードは１マスに１文字を入力してください。








